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単 独性哺 乳類の母子関係 や子供 の独 立過程 は、

集 団性 に比べ て一般 に未知 の部 分 が多い。.その理

由 は、巣 が地下 や樹 洞 な ど観察 が困難 な場 所 にあ

った り、他 の巣 へ子 を移動 させた りす るか らであ

る。特 に夜行性 の多 いげっ歯類 では、行動 の観察

自体 が極 端 に難 しい。

シマ リスは、 リスの仲間 としては1年 の半分 を

地下巣 で冬眠 す ること、 ほほ袋 に食物 をつめ て運

び、 食物貯 蔵 をす ることが特異的 で ある。 夏 に生

まれた子供 は、親 か ら独立 し、単独 で冬越 しで き

るまでに成長 し、自分で越冬用 の食物貯 蔵 をしな

け れば な らない。 それ を保証す る保 育は どの よ う

なもの か、興 味深 い ものが ある。 シマ リスは人 に

慣 れやす く、昼行性 であ るた めに、観察 が比較的

容 易で あ るとい う利点 があ る。 その為 に単独性哺

乳類 と してはめず らしく、子供の独立過程 を追跡

す ることがで きる。シマ リスの子 供の成長 記録 は、

飼 育下 において少数の研究例 があ り(Allen1938,

Broadbooks1958,Wadsworth1969,Hirshfeld

&Bradley1977)、 産 仔数 ・繁殖期 ・繁殖場 所 な ど

の 、野 外で の基礎 的資料 は得 られて い る(Allen

1938,0gnev1940,Yerger1955,Snigirevskaya

1962,Smith&Smith1972,Pidduck&Falls

1973,Skryja1974)○

筆 者 は1973年 ～1979年 の 満6年 間、北海道斜 里

郡 においてエ ゾ シマ リス(E堀 α1碗α5訂 配γごc鰐

伽eα 伽)の 観察 を行 なった。その研究 の一部 とし

て、 シマ リスの一般 行動 と年周期 を、 しれ とこ資

料館報告 に述 べ(川 道1978)、 他 に個 体識別法(Ka-

wamichi&Kawamichi1978)、 食 性 と食物 貯蔵

行動の季節 変化(Kawamichi1980)を 報 告 して き

た。本報 では、交尾 ・妊娠 ・出産 を通 しての母 の

生活 ・母子 関係 ・子供 の独立過程 ・子 供の定着 を

詳 しく述べ ることにす る。

調査地と調査方法

調査 は北海道斜里郡斜里町郊外で1973年8月 か

ら1979年7月 まで行 な われた。 オホ ー ツク海 に面

した海岸 の砂丘 に東 西10km、 南 北400～500mの 細

長 くの びた ミズナラの一次林 があ り、調査地 の林

は その東端部 にあた る(北 緯43度55分 、 東径144

度40分 の地点)。調査面積 は、東西 に300m、 南 北

に200mの6ha.で あ る。調査 地域 の境 界 は、東 西

と北側 では連続 した林 で、南側 は林縁 とな り、 ビ

ー ト ・小麦等 の畑 に接 して いる
。

調査 地 の植生 は、 ミズナ ラ ・カ シワ ・エ ゾイ タ

ヤ ・ハ リギ リな どが主 で、エ ゾヤ マザ クラ ・エ ゾ

シロザ クラ ・ハ ルニ レが点 在 する。林床 には スズ

ラン ・マ イズル ソウ ・エ ゾ ミヤ コザサ を見 る

(Kawamichi1980参 照)。

調査地 の植 生は過去 にい くらか人為的 影響 を受

けてい る。1950年 代 には間伐 され、1953年 か1954

年 に小規模 の山火事 が あった。1962年 か ら10年 間

は調査地 の南半分 が牛 の放牧場 となっていたため、

林床 にササ が少 な く、観察 に適:して いる。

気象記録 は斜 里町以 久科 気 象観測 所(調 査地 の

南西6km)よ り得 られた。7年 間 の 最 高 気 温 は

32.5～35.0℃(7月 中 旬～8月 中旬)、最低気温 は

一22 .8～ 一33.2℃(1月 中 旬～3月 上旬)で あった。

通常 、初雪 は10月 下 旬 にみ られ、12月 中 旬～翌 年

4月 中旬 まで根 雪 にお おわれ る。

調査方法 は、肉眼及 び双眼鏡(×9)に よ る直

接観察 であ る。す な わち、家族期 には、 マー クを

施 こ した母親 と子供 の出入 りと行動 を、巣 の前 で

早朝 か ら夕刻 まで終 日観察 を した。分散後 は調査

地 内 で出 あった子供 の行動、 ホーム ・レ ンジ、冬

眠巣の位置 を記録 した。1977年 ～1979年 の3年 間

に得 られたデー タは、母12匹 と子供48匹 の行動観

察 にもとつ いて いる。

結 果

交尾行動から子供の独立 に至る一連の繁殖過程

は、大 きく2段 階に分けられる。すなわち交尾か

ら出産 までと、出産 から子供の独立までである。
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後 者は さらに6期 に分 け られた。
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図1.睾 丸長の季節変化 。長 さは陰 の うの上

か ら計測 された。計測 年 によ り異 なった

マ ー クで示 してあ る。7月 中 旬以降 は、

外部 計測 がで きなかった。

1〕 交尾一出産

繁殖期 は冬眠明け後の地上活動から始 まる。4

月中旬に地上に現 われたオスの睾丸は、すでに最

大に発達 している(図1)。 オスより約20日 間遅れ

てメスが地上活動 をは じめる。メスは地上出現後

数 日して発情す る。発情は数匹のオスがメスのあ

とを熱心 に追跡することでわかる。発情 メスの近

くでオス同士は攻撃的で、争いをする。 この争い

によって、オス同士の順位関係がはっきり示され

る。この交尾騒動は各 メスに年1日 のみおこる。

前年生まれの個体も、地上活動の開始時 には両性

とも性的に成熱 している。交尾騒動が各 メスに1

(9

回のみであること、オスの睾丸が夏までに縮少す

ること、子供の出現が7月 ～8月 中旬に集中す る

ことから、調査地において繁殖 を年2回 おこなう

可能性はない。

交尾後の妊娠 メスは、接近 してきた個体に対 し

て、同性 ・異性にかかわらず激 しい攻撃性 を示す。
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図2.体 重 の季節 分布。上 がオス、下 が メス。

黒 いマー クは1歳 か それ以上 、白いマー

クは子供 、星 印 は年 令不明。6月 には妊

娠 メスの体 重は重 い。

妊娠後期 にな ると、体重 の増加 ・おなかのふ くれ ・

乳頭 の発達 によって外部 か ら妊娠 を判定 で きる。

冬眠終 了後の体重 は、両性 とも70～90g程 度 で あ

るが、妊娠 メスの体 重 は次 第 に増加 し、妊娠 後期

には120g以 上 に達 す る(図2)。 一 方、 オス と不妊

の メスは80～100g程 度 のま まで ある。交尾 日か

ら出産 前 日まで の妊娠期 間 は約30日 で ある。

一24一



確 認 された30出 産巣 はすべ て地下巣 で あった。

その うち16巣 は前年 の冬眠 に使 った 自分 の巣穴 、

1巣 は他個体 が前年 の冬眠 に使 った巣 穴、2巣 は

数 年前 に使 用 されていた古 い巣穴 であ った。残 り

の11巣 は使 用 が確認 された ことのない、 おそ ら く

シマ リスの古 い巣 と思 われ る(1974年 ～1979年 の

資料 に もとつ く)。前年 の冬 に使 った 自分の巣穴 を

捨 て、 あ らた に出産巣 を決め る時期 は、妊娠直後

か ら後期 にわたる。樹 洞 を出産場所 に使 った例 は

ない。

妊娠 した メスは多量 の乾 いた枯葉 を巣 内へ運 び

込 む が、 出産巣 の巣材料 と して使 うら しい。 オス

や不妊の メ スは春 に巣 材運 び をほ とん ど しない。

運 び込 みは妊娠 期 間中 に連 続 して3日 間程、熱 心

に行 なわれ る。出産巣 として新 しく巣 を変 えた場

合で は、移動 直後 に巣 材が運 ば れ る傾 向 があ る。

他 巣へ の移動 によって放棄 された出産 巣3個 を

7月 末 に堀 った ところ、入 口・は1つ で、直径3.5～

7cmの トンネルが産室 まで約1.5m続 いていた。巣

室 は地下深 さ50～100cmの ところにあり、巾約20×25

cm高 さ約20cmの 楕 円体 であ った。底 には厚 さ約13

cmに 枯 葉 が敷 きつ め られて いた。枯葉 の下 に、食

べた後の タネ殻 が多量 に あった。 多量 の糞 が通路

の途 中や 、短 いふ くろ小路 の末端 で、みつ け られ

た。

繁殖期 に、各 成 メスのホー ム ・レンジと重複 し

て いるオスのホー ム・レンジは5～9に およんだ。

オ スのホ ーム ・レンジが大 きいの は、発情 騒動の

際の活動範囲 の拡 大 に もよるが、他 の時期 にも活

動 範囲 は広 い。各 メスのホー ム ・レンジが特 定の

オ スのホ ーム ・レンジ と一 致 して重複することで、

ナキ ウサ ギ(Kawamichi1970γ や ツパ イ(川 道

1978、Kawamichi&Kawamichi1979)で はペアを

決 め ることがで きた。 しか し、 シマ リスでは、異

性 間のホ ーム ・レンジの重複 にペ ア を示 す傾 向は

ない。 オス とメスの越冬巣 の距離 が7mと い う例

もあるが、巣穴 間の距離 が短い オス とメス をペ ア

とみ なす こ とはで きない。 交尾後、 オスは繁殖 活

動 に全 く関与 しない。

2〕 出産後一子供の独立

子供の外出一帰巣の リズムは、発育に伴なって

表1.子 供 の各時期 の特徴 と、 それに対応 した母 親の行動 。

母の夜 間滞在 では、・3～5期 に母 が と きお り子 と同 じ巣 で夜泊 るこ とが ある(図6参 照)。
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6期 に 分け られ る。各 時期 の特徴 と、 それに対応

した母親 の行動 を表1に まとめてあ る。

子供の行 動:1)1期 は 巣内 に滞 在 をつ づけ、

まった く姿 をあ らわ さない(出 産直後 か ら生後27

日 目頃 まで)。地下巣 で出産 された子供 の状況 は知

るこ とがで きないが、閉眼 ・裸 で生 まれる とい う

(Ognev1940)。

2)2期 は 子供 が巣 の入口 か ら顔 をの ぞかせ る

こ とで特徴 づ け られ る(37日 目頃 まで)。まだ外 出

は しない。母親 が巣 を訪問 し、去 った後、30分 か

ら40分 の 間 に、入 口か ら子供 が数 十秒顔 をのぞか

せ る。 その後 ひっこんで いるが、次 の母親訪 問後

に再 び顔 をの ぞかせ る。図3の 星 印は、子供 の顔

出 しを示 して いる。顔 出 しは1日 に2～3回 。体

毛 は生 えて、体 をすっ か りおおってい る。30日 目

頃 では眼 は まだ うす 青 く見 え る。
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3)3期 になっては じめて外出する。母親が2

回訪問したあと、子供 が外出 をはじめることで特

徴づけられる(39日 目頃まで)。しばらく外出 した

のち、子供全員が巣へ戻る。戻った子供達は入口

から顔 をだすこともなく巣内に滞在する。そこへ

母親が巣 を訪問 し、補給(哺 乳 と給餌)を す る。

子供全員は、ほぼ一斉に再び外出する。帰巣時 も、

短時間内に全員が帰って くる。外出一帰巣の リズ

ムは、子供同士で シンクロナイズしており、1日

に1～3回 外出す る。

図4、5の3～6期 に黒 くぬられている部分は

外出中の子供の数 と外出時間帯 を示 している。子

供の外出時間は日中に限られている。母親から与

えられた食物 をほほ袋につめて外出するが、外出

中は自分でも食物 をさがす。外出中の子供は3～

6期 を通 じて、ふつ う単独行動 をしているし、帰

巣時もいろいろな方向から戻ってくる。3期 の終

わりに母親 につれられて別の巣へ移動する。'

は じめての外 出 行 動 は37日 目の母メスB-6

(1978年)とH-16(1979年)で 観、察できたが、H-16の

例は次のよ うであった。母親の補給 を受けた子供

達は巣穴の入口から顔 をのぞかせていた。 しきり

と入口の外側 をにおいか ぎをするのと、近 くにあ

るもの を口にふ くむ行動 が特徴的であった。やが

て半身 を外へ出 したが、まだ後足 と尾は トンネル

内にあった。足の間からは別の子供の頭が数個見

えた。数分たって最初の1匹 がようやく巣外へ10

cmほ ど進んだが、 くるっとむきをかえて巣穴へ飛

び込 んだ。2度 目になると思いきったように前進

し、観察者の視界から消 えた。次の子供 も同 じよ

うに外出し、別の方向へ進 んだ。

4)4期 は、朝1回 目に母親が巣 を訪問 した後

に外出するのが特徴である(49日 目頃まで)。3期

と同様に、外出 した子供達は母親の次の訪問時 ま

でには巣 に戻っている(図4)。 母親の訪問後に遅

れて帰巣 した子供は、補給をうけた子供 が外出し

ていくのに巣内滞在 し、次の母親の補給 を待つ。

次の補給後は全員が外出する。外出回数は日に3
～5回 である。

5)5期 は、子供が母親の訪問前から外出す る

のが特徴である(60日 目頃まで)。この時期 に家族

はたいてい樹洞巣 を利用 している。朝の母親の訪

問前から子供は入口から顔 をのぞかせる。母親の

1回 目の訪問時刻は一定ではないが、1回 目の訪
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図3.1、2期 の母親の外出リズム。母親は

日中数回、哺乳に戻る。1期 は子供の姿

が見えない。2期 では哺乳後に子供の顔

出 しがある(一星印)。矢印下向 きは母親の

外出時刻、上向きは巣内に入る時刻 を示

す。横線は観察時間。
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図4.3、4期 の母親 の訪 問 と一子供の外 出。

黒 い部 分 は子供 の外出数 を示す。矢印 は

母親 が巣 に入 る時刻 を示 す。49日 目に母

メス83は 消失 して いた。
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問 まで に一部 の子 供 は外 出 して戻 って くる(図5)。

母 親 の補 給後 の子供 の外 出一 帰巣 の リズムは3、

4期 に比べ て子 供同士 でば らつ いてい る。5期 後

半 になると、子 供は 日中にほ とん ど巣へ 戻 らず 、

その結 果補給 を受 けない個体 がで て くる(図5、

1977年 母 メス9の55日 目参照)。半数の子供 は夜間

に他 の巣 で泊 るよ うにな り、家族 の結 合 がゆるん

で くる(図5、1978年 母 メス9の55日]参 照)。他

の巣 へ泊 る子供 も時 々、 日中に戻 って きて母 親の

補給 を受 け ることがあ る。家族 か ら離脱 した子供

は、母 親のホ ーム ・レ ンジ内 に しば らくとどまっ

て いる。

6)6期 は 、母 親の補給 を受 けない ことで特徴

づけ られ る独立期 で あ る(68日 目頃 まで)。子供 は

朝外 出 し、通常 夕方 まで帰巣 しない。母親 が補給

していた最後 の巣 にと どまる個 体 は少 ない。6期

では2例 の観察 が なされた(図5)。 母 メス9に は

6匹 の子供 がいたが、62日 目の巣 に前夜 か ら1匹

の みが泊 っていた。 この個体 は朝 に外出 し、夕方

になって も巣へ戻 らなかった。 その かわ り前 夜他

の巣 に泊 った同腹 の子供 が日中3回 巣 を訪 問 し、

夜 は2匹 が泊 った。母 メス58の 例 では、67日 目 に

は6匹 の子 の うち4匹 が泊 っていた。 しか し、夕

方 まで には3匹 しか戻 らなかった。 この よ うに、

特 定の巣 に執着す るこ とが、 この時期 にさ らに弱

まる。

各 時期 の期 間は表1に 示 されてい る。外 出せ ず

に巣 内で養 なわれ る期間(1、2期)は 約37日 間 、

母親 の補 給 をうけ なが ら外 出す る期 間(3～5期)

は約25日 間 であった。各時期 の 日令の重複 は2、

3日 以 内で あった。各時期 は3年 間 に観察 され た

12メ スの異 なった出産 日の デー タにもとつ いて い

るか ら、 個 体 差 や気 候 の年 変 動や出産 日のず れ

(1978年 に最 高18日)と 産仔数 のば らつ き(3～6仔)

と ほぼ無 関係 に、各 時期 を通過 す る日令 が安定 し

ていた。

母親の行 動:子 供 の6時 期 の外 出パ ター ンに対

応 した母親 の行動 についてのべ る。

1)出 産 直後 の母親 は 日中巣内 で子供 とと もに

いる時間 が長 い(図3)。 夜 間 は必ず子供 とと もに

泊 る。出産 日の翌 日(1976年 、 母 メス1)で は、

母 親 は一 日中外出 しなかった。3日 目では5回 の

短 い外出 をした。7日 目 と18日 目 の 母 メスR58

(1979年)や27日 目の母 メス9(1978年)は 朝外 出 し、
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図5.5、6期 の母親の訪問と子供の外出。

図4の 説明を参照のこと。白ぬきの部分

は、前夜に巣に泊 らなかった同腹の子供

の巣内滞在を示す。6期 には母親の訪問

がない。

夕方 まで巣 に戻 らなかった。 この よ うに外 出回数

は1～5回 とば らっいた。

1期 の期 間中 に、母 親の一回 毎の外出時間 は次

第 に長 くな り、 日中の一 回毎 の巣 内滞 在の時間 が

短 くなった。20日 目以降 は、巣内滞在 時間の1日

の合計 が10～12時 間 で安 定 した。母親 の1日 の合

計巣内滞在 時間の変化 は図6に 示 して ある。

2)2期 も母 親 は子供 とともに夜泊 る。母親 は

朝早 くか ら外 出 し、 日中2～3回 巣 を訪問す る。

日中の訪 問時 には、巣 内 に3～38分 と どまるのみ

となる(表1)。 この時 に哺 乳す るのであ ろ う。1

期 には 日中に巣 を訪問 しな かった母 メス9やR58

も、2期 は 日中 に数 回訪 問す るよ うになった。訪

問の際、 ほほ袋はややふ くれて ゼた。 ご く少量 子

供 に食物 を与 えてい る らしい。

3)3期 以 降 は、た いていの母 親 は子供 とは別

の巣 に夜泊 る。3期 に母親 は 日中 に、子供 の使 用

してい る巣 を5～8回 訪問す る。巣 内滞在時 間は

さらに短 く、1回 に1分 以下 ～10分 となる。 訪問

の際 に母 親は ほほ袋一杯 につ め こんだ食物 を、子
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供に与 える。食物は巣外で与 えられることはない。

巣の移動の際に、母親の胸に吸いつこうとする子

供 もいることから、食物 を与 える他 に哺乳 も行な

われると思 われる。

母親のほほ袋の内容を6例 しらべた。内容はア

リの蠕が圧倒的に多く、他 にコガネムシの胴体 ・

カ ミキリムシ ・クモ ・カタツムリなどであった。

シマリスの食性は植物質がほとんどだが(Kawa。

michi1980)、 母親のほほ袋は、主に動物質で占め

られていた。

4)4期 に、母親は日中6～8回 巣 を訪問し、

ほほ袋一杯の食物 を子供に与 え、1分 以下～5分

で巣外へ出てくる。通常、母親が巣 を訪問する際

は、子供全員が外出から帰っていて、巣内にとど

まっている。

5)5期 は日中4～9回 訪問する。母親が訪問

する際、子供全員が巣内にいることはめったにな

い。子供が不在の巣 を訪れた母親は、巣内で最高

29分 待っていたことがあった。巣内に子供 が1匹

でもいると、ほほ袋の食物全部 を与えるので、遅

れて巣に戻って きた子供は、母親がまだ巣内にい

ても食物は手に入 らない。母親の食物運びは4期

よりさらに熱心である。しかし、5期 の後半では

巣内で子供 に出会 えないことが多くなる。

6)6期 は母親が子供の巣 を訪問 しない。母親

の最後の訪問は、生後60日 目であった(2例)。 母

親の食物運びの中止後 も、子が利用 している巣の

付近 を母親は しばしば通過するが、巣穴の入口ま

で来ることはない。母親が巣外で子供と出会った

際に、母親は明 らかな追い出 し行動 をしない。子

供が母親のそばへ接近 した場合でも軽 く突つ くよ

うに追 う程度である。

母親の訪問間隔と子供の外出時間:3～5期 に

母親が子供の巣 を訪問する間隔は一定ではない。

訪問1回 目と2回 目との間が一般 に長 く、それ以

降の訪問間隔はばらつ きが大 きい。

母親の訪問間隔 を規定す る要因の一つ として、

ほほ袋一杯 に食物 を集めるのに必要 な時間が考え

られる。しかし、実験的に多量の食物 を与 えても、

訪問時間帯ではないと巣へ運ばず、分散貯蔵で地

面に埋めた(Kawamichi1980参 照)。訪問時間の母

メスに餌 を与 えると(36日 目の母メスH-16)、 連続

3回 餌 を子供の巣へ運 び、あとは別の場所へ運 び

去 った。この観察 は、訪問すべきある一定時刻に
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図6.子 供の巣に母親が滞在 した1日 の合計

時間の変化。3期 以降は通常、母親が子

供の巣 に夜泊 らない。前夜0時 から観察

日の夜12時 までを1日 として計算 した。

1、2期 の8時 間以上の滞在は、前夜 と

観察 日の夜に泊っており、3期 以降の4～

8時 間の滞在は、どちらかの夜にのみ泊

っている。3期 以降の1時 間以下の滞在

は、日中の訪問のみによる合計である。

は、 くりかえし食物 を運び込む動機があることを

暗示 させ る。

1、2期 で母子が夜泊 った巣から母親が朝に外

出する時刻や、3～5期 の母親が子供の巣を訪問

する時刻は、個体毎、日毎に大 きくばらついてい

る。一一方、子の外出時刻は、3、4期 では常に母

親の訪問直後になるので、朝1回 目の外出時刻は、

母親の訪問時刻 によって規定 されている。

子供の1日 の外出時間の合計は、発育に伴なっ

て増大する。3期 のはじめは1時 間位だったが、

4期 は8時 間と増大 した。5期 には朝 から夕方ま

で14時 間連続外出の個体 もでてきた。相対的に、

日中の巣内滞在時間は短 くなっていった。

3、4期 に、同腹の子供達 が帰巣する時間は全

員が巣へ戻るまでふつ う30分以内である。巣外で

行動中の子供は単独行動 をしており、帰巣時も色
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々な方向から戻ってくるのに、帰巣時刻が短時間

内に集中す ることは興味深 い。これはそれぞれの

子供が帰巣時刻 を体内時計によってはかることが

できることを暗示 している。

3、4期 の子供の1回 の外出時間は母親の訪問

間隔よりも短いから、子供達は母親の訪問を巣内

で待つことになる。5期 には子供の帰巣間隔が母

の訪問間隔よ り長 くなる傾向があるので、母と子

が出あう確率は減少す る。この子供の周期的帰巣

は、明 らかに母親の周期的な補給によって条件づ

けられているらしいことが、次の観察 からわかる。

47か48日 目に母メス83が 消失 したが、その子供

達の外出 リズムの変化は興味深い。46日 目は典型

的 な4期 のパ ター ンであったが、49日 目は日中に

3匹 が1回 ずつ帰ってきたのみで、昼の周期的な

帰巣はみ られなかった(図4、1977年46・49日 目

参照)。49日目の夜は2匹 が他の巣に泊った。この

5匹 は消失 した母親のホーム ・レンジ内にとどま

り成長を続けた。

巣の移動:3期 以降、必ず母親は子供 をつれて、

他の巣へ子の居場所 を変 えた。移動先は樹洞(16

例)か 、他個体 が春に使 っていた地下巣(5例)

であった。巣の移動は、巣内から一斉につれだす

場合と、外出中の子供 を1匹 ずつ移す場合 があっ

た。巣間の移動距離は23～77m(平 均43m、14例)

で、子供独立 まで最高6回 移動 した。

巣 からのつれ出 しによる移動は、次の様である。

母親はほほ袋一杯で巣に入 る。通常30秒 程度巣内

に滞在する母親 が、食物 を吐 きださないまま、10

秒位で地上へ現 われる。母親の うしろから子供全

員が出てくる。観察者に警戒 しない場合、母親は

ゆっくり子を従えたまま前進する。警戒 している

場合は、母親は足早やに5mほ ど進み、後 を向い

て子供が追 いつ くの を待つ。母親のところに達す

ると、母親の胸や口もとに子供は口を近づけるが、

す ぐに母 親 は子供 を残 して足早やに進む。残 さ

れた子供が母親に接近 しないと、先に進んだ母親

が、子供のいる地点へ戻って再び前進することも

ある。新 しい巣に全員が入ると、母親はす ぐ外出

し、ほほ袋一杯 に食物 を集めて新 しい巣へ戻る。

食物 をもらった子供はすぐに外出す るが、確実に

新 しい巣へ戻ってくる。観察 者に邪魔 されて、移

動中の子供6匹 全員がばらば らになったことがあ

った。母親は近 くの3匹 を1匹 ずつ、新 しい巣へ

誘導 した。残 りの3匹 は、元の巣に戻っていた。

230分 後、母親は元の巣 から残 りの3匹 をまとめて

つれ出し、新巣へ導いた。

もう一つの移動法では、単独で外出中の子供を

1匹 ずつつれて新巣へ移動させる。子供は1匹 残

らず見つけ出され、新巣へ導びかれる。子供の半

分 を巣からつれ出 し、半分を外出先から新巣へ導

く場合 もある。いずれの移動方法でも、移動の当

日及び翌 日は、外出中の子供を日中にくり返 し新

巣へつれ戻す。

子供全員が移動 しても、母親は元の巣穴をのぞ

きに来 ることがある。地下巣の場合では、元の巣

穴に土 をかぶせ、その上 に枯葉 をかき集めて、入

口を完全 に隠すことが多い。

図7に 、2年 連続 して出産 し、子供の独立まで

追跡できた母 メス9の 巣の移動が示 されている。

1977年 は出産巣 を含めて4巣 、1978年 は7巣 が子

供の独立 までに使用 された。5、6期 に子供が分

図7.母 メス9に よる巣 の移動 。1977年 と1978

年 に 子 供 の 独 立 まで 使 用 された巣の位

置 と移動順 を示 す。 実線 の外 わくは母親

の冬 眠明 け から7月 末 までのホ ーム ・レ

ンジ。1978年 の破 線 は1977年 の レンジの

位 置 を示 す。○:地 下巣 、●:樹 洞巣 、

△:春 まで使 われていた母 親の前年 の越

冬巣、*:そ の秋 に決 めた母親の越冬巣 、

▲:昨 年以前 の母親 の越冬巣 、□:そ の

秋 の娘の越冬巣(左 のマー クは1977年 、

右 は1978年)。
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散 して夜泊 るよ うにな?た と き、子供達 の 多 くは

これ らの樹洞巣 に泊 っていた。 この ひんぱ んな巣

の移 動 は、外 敵 が巣 を発 見す る危険性 を低 くし、

子供達 が独立後 にも使用 で きるとい う2つ の機能

が考 え られ る。

子供 の消失 と定 着:継 続観察 した12家 族 は、4

期 まで に子供 の消失 が起 らなかった。5期 に、同

腹 の子供 とは別の巣 に泊 るよ うになった個 体 も、

母 親の ホーム ・レ ンジ内 にと どまっていた。子供

達 の一部 が調査 地 か ら消 失す るのは、6期 で、61日

目以降 であった。 この ことか ら家族期 の子供 の捕

食率 は低 い ことが推定 され る。継続観察 を しなか

った25家 族 の うち、2家 族 は子供全員 が1期 に消

失 した。 しか し、捕食 によるか、母 が保 育 を放 棄

したこ とによるのかは、不明 であ る。捕 食 の観察

は1例 で、樹洞 にいた子供2匹 の うち1匹 がヘ ビ

に飲 み こまれた。

子供 の定着 は、秋 に調査 地内 に冬眠巣 を もっ こ

とで確認 され る。母 親 が判明 してい るオス67匹 の

うち9匹 、 メス51匹 の うち21匹 が調査地 内 に定着

した。出産巣 か ら冬眠巣 までの距離 は オスが70～

204m(平 均137m、9例)、 メスが2～138m(平 均

49m、21例)で あった(1974年 ～1978年 の5年 分

の資料 にも どつ く)。これ ら定着 した30匹 の うち、

母親 のホー ム ・レンジ内 に定着 した15匹 はすべて

娘 で あった。母親 が娘の定着 に寛 容で あ るとい う

社会 関係 が暗示 される。 また、 その年生 まれの個

体 が冬眠巣 を決 め る時期 は、高順位 で あ る成体 が

冬 眠 に入 る時期 と一致す る(川 道1978)か ら、成

体 とその年生 まれの個体 との順位 関係 が、子供 の

定着 と冬眠巣 の決定 に関与 す ると考 え られ る。

考 察

哺乳 ・給餌 を受けながら、同時に地上活動量を

増加させてゆ く子供の独立過程 において、巣で1

日数回、母親 と子供全員が出あうシステムを持つ

理由を考 えてみよう。

日中に、母親が子供のために食物 をさが し、ま

た自分の食欲を満 たす時間帯に、子供 も自分の食

物を巣外でさがしている。このように両者が同 じ

活動時間帯 をもつ とき、母親が多産の子供 に、食

物を分け与 える方法が3つ 考えられる。1)夕 方、

子供達が地上活動 を終 えて全員巣へ戻った後に食

物を与 える。2)地 上で単独行動中の子供 に1匹

ずつ食物 を与える。3)日 中に巣内で子供全員が

集合 している時に補給する。1)は 、1日1回 し

か食物 を与える機会はない。ほほ袋の容量から、

与 える分量も限定 される。 また、夏の北海道の長

い日長時間に母親の補給なしに活動す るには危険

性があろう。2)で は、一腹平均5匹 の子供達 が

単独で行動するから、全員に食物 を与 える保証は

低い。3)で は、母 と子が日中に巣内であえるな

らば、1)と2)よ りはるかに安全で、保証 され

た形で複数回食物 を与えることがで きる。

哺乳期の後半ない しは哺乳期間後に子供へ食物

を運ぶことは食肉類で見 られるが、 リス類 を含む

げっ歯類ではまった く報告がない。 シマリスのほ

ほ袋は、冬眠用食物の運搬手段 として進化的に発

達 して きたのだろうが、このほほ袋をもつ ことは、

子供へ食物 を運ぶ行動が加わったことと無関係で

はあるまい。 この給餌行動は、夏に生 まれた子供

が冬眠前に成体 と同 じ体重 になるよう成長を早め

る方法 と考 えられる。47か48日 目に母 メス83が消

失 した後も子供達が生 き残ったから、その頃まで

保育されると、子供 が独立で きることを示す。 し

たがって、60日 目まで補給 されることで、成長 を

早めた り、独立 を保証 させていると考 えられる。

母親の補給が子の成長 を早めていることは、子供

の体重増加曲線が、母親 による給餌が中止 される

60日 目以降に鈍 ることからも推定 される(未 発表

資料)。

母親が補給のために巣 を訪問 したとき、3、4

期では母子が出あう確率は高い。その上、母親の

訪問後に遅れて帰巣 した子供は巣内にとどまるか

ら、次の補給時には確実 に出あうことができる。

しかし、5期 には、 タイ ミングが少 しずれると、

出あうことがで きない。帰巣 しても食物のあたら

ないことがくり返 されると、子供は自分で食物 を

探す方に努力を傾けるだろう。 このことは母メス

83の消失 した2日 以内に子供達の周期的帰巣のリ

ズムが失 なわれたことでも明 らかである。一方、

母親が訪問 した際に、餌 を与 える対象がいくたび

か不在であると、食物 を集め、巣 を訪問する動機

が母親側 から減退す ることもあろう。

母親から独立す る際は、母親が子供への補給 を

中止することで子供が独立す るのではない。母親

が熱心 に食物を運ぶ にもかかわらず、半数の子供

は独立 してゆくからである。補給 をうけなくなっ
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た子供は、母親のホーム ・レンジ内にしば らくと

どまっているから、母親のレンジから積極的に追

い出されるとは考えにくい。 しかし独立後の子供

が調査地内に定着する数は少ない。また、分散 ・

定着のしかたに明らかな性差 がみ られるが、母親

や他の成メスおよび成オスの行動がどのように分

散 ・定着 に関係 しているかは、十分な資料 が得 ら

れていない。

おわりに、本研究の調査 にあたっては、斜里町

役場の森信也氏 と知床博物館の金盛典夫 ・中川元

両氏 に多大な援助 をしていただいた。 また斜里町

滞在中は山崎徳治氏 とその御家族および山田登美

子 ・井尻憲司両氏に種々御協力いただいたことを

感謝いた します。

要 約

北海道北東部の ミズナラ林で1973年 ～1979年 ミ

行動観察によりシマ リスの母親の行動 と子供の独

立過程 を調べた。

発情は年1回 、冬眠明け後 まもなく起 こり、約

30日 の妊娠期間後、地下巣で出産す る。決まった

ペアはなく、オスは交尾後 に繁殖活動 に関与 しな

い○

子供の行動型 は6期 にわけられた。1期 に子供

は巣穴から顔 も出 さない。2期 は日中に母親が哺

乳の為に巣 を訪問 した後、子供が入口か ら顔 を出

す。3期 は朝2回 の母親の訪問後に、子供が外出

をは じめる(36日 目から)。3、4期 に子供の外出

は母親の訪問直後に起 こる。子供は1日 に外出一

帰巣 を数回 くりかえす。5期 は母親の訪問前から

外出 し、子供の周期的外出 リズムは失 なわれる。

半数の子供は独立する。6期 は独立期で、母親は

訪問 しない し、子供はば らばらで生活する。

母親の行動では、1期 の初期は巣内滞在時間が

長いが、20日 目以降 から短 くなる。3～5期 には

子供の巣 に夜泊 らないが,日 中に子供の巣 を数回

訪問 し、ほほ袋の食物 を与 える。日中の巣内滞在

時間は短い。6期 には子供へ食物運 びをしない。

母親の訪問間隔は一定ではなく、また訪問時刻

も一定でない。子供の3、4期 の1回 目の外出は

母親の訪問直後 に行なわれ、子供の外出時間は母

親の訪問間隔より短いので、巣の中で再び母子が

出あうことができる。5期 には子供の1回 毎の外

出時間が長 くなり、母子が巣内で出あう確率 が減

少する。

母親 につれられての巣の移動は、3期 の終 わり

から5期 までに起 こる。移動距離は平均43mで 、

最高6回 移った。移動先は、樹洞や他個体が春 に

使っていた地下巣である。

子供の消失は61日 目以降におこる。出産巣 から

の定着距離はオスがメスより長い。メス(娘)は

母親のホーム ・レンジ内に定着する傾向がある。

引 用 文 献

Allen,E.G.1938.Thehabitsandlife

historyoftheeasternchipmunk,Tα ηπα5

3Zγ ぎα施5Zy5Zeγ ∫.N.YStateMus.Bull.

No.314,122pp.

Broadbooks,H.E.1958.Lifehistoryandecol

-ogyofthechipmunk,EωZα ηπα5α ηLoeη ω5,

ineasternWashington.Misc.Pub1.Mus.

Zool.Univ.Michigan,No.103,42pp.

Hirshfeld,J.R.&W.G.Bradley.1977.

Growthanddevelopmentoftwospecies

ofchipmunks:E魏 α7ηぎα5ρ αηαηLゴη涯ηπ5and

E.ρ αZηLeγ ご.」.」M;α ηLη3.,58:44-52.

川 道 美 枝 子.1978.シ マ リ ス の 生 活.し れ と こ

資 料 館 報 告.No.5:1-7.

Kawamichi,M.1980.Food,foodhoarding

andseasonalchangesofSiberian

chipmunks.Jap.J.Ecolり(lnpress).

Kawamichi,T.1970.Socialpatternofthe

Japanesepika,Ocんo諺oη α んツρeγ ろoγeα

yθ50eη5∫8,preliminaryreport.J.Fac.Sci.

HokkaidoUniv.Ser.VI,Zoo1り17:462-473.

川 道 武 男.1978.原 猿 の 森.自 然 選 書.中 央 公
'

論 社.197PP.

Kawamichi,T.&M.Kawamichi.1978.Hair

clippingpatternsformarkingtreeshrew

andchipmunk.Jap.J.Ecolり28:65-67.

Kawamichi,T.&M.Kawamichi.197qSpatial

organizationandterritoryoftreeshrews

(Tπ ρα∫αg面5).Anim.Behavり27:381。393.

Ognev,S.1.1940.MammalsoftheU.S.S.R.

andadjacentcountries.Vo1.IV.Rodents.

429pp.(lsraelProgramforScientific

Translations,Jersalem.1966).

Pidduck,E.R.&J.B.Falls.1973.Repro一

一31一



知 床 博物 館 研 究 報 告 ・第2集 ・1980

ductionandemergenceofjuvenilesin

Tαmゴ α53Zγ ∫α施3(Rodentia;Sciuridae)at

twolocalitiesinOntario,Canada.J.

Mamm.,54:693-707.

Skryja,D.D.1974.Reproductivebiology

oftheleastchipmunk(E刎 αηπ α3ηL∫ ηどmω5

0ρeγ αγご秘5)insoutheasternWyoming.J.

Mamm.,55:221-224.

Smith,L.C.&D.A.`Smith.1972.Repro-

ductivebiology,breedingseasons,and

growthofeasternchipmunks,Tα7η ∫α5

5Zγ どα置ω5(Rodentia:Sciuridae)inCanada.

Canad.J.Zool.,50:1069-1085.

Snigirevskaya,E.M.1962.Thebiologyof

theSiberianchipmunk(E刎 α7ηどα55め どγごc窃5

Laxm.)ontheAmur-Zeyaplateau.Zool.

Zhur.,41:・1395-1401.(TranslatedinEnglish

byR.F.C.Smith).

Wadsworth,C.E.1969.Reprodu¢tionand

growthofEωZα ηπα5q秘 α(1γ加 趨 α施5in

southeasternUtah.J.Mamm.,50:256-261.

Yerger,R.W.1955.Lifehistorynoteson

theeasternchipmunk,Tα7η ∫α55Zγ ∫α伽5

Zy5Zeγ ∫(Richardson),incentralNew

York.Amer.Midl.Nat.,53:312-323.

一32一


